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施 設 名     岡山県笠岡陸上競技場 

【指定管理者の概要】 

 名 称  笠岡市 代表者  笠岡市長 小林 嘉文 

 所在地  岡山県笠岡市中央町１番地の１ 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日 

 
管理業務 
の内容 

 

・施設等の利用の許可に関すること。 
・施設等の維持管理に関すること。 
・その他陸上競技場の運営に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 

    非常駐１名     非常駐１名   常駐１名、非常駐２名 

 
 
 
 
 

【利用等の許可の状況】                                （単位：件） 

 主競技場（会議室・設備等含む） 多目的広場 合  計 

許 
可 
件 
数 

３年度 8,544 73 8,617 

２年度 12,270 87 12,357 

増減 △3,726 △14 △3,740 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の利用許可
業務 

 ・主競技場（会議室・設備等含む）：8,544件（15,397人） 
 ・多目的広場：73件（7,843人） 
・合計：8,617件（23,240人） 

施設等の維持管理
業務 

・施設等維持修繕 ・植栽管理業務 ・警備業務 
 ・施設等保守点検 ・施設清掃業務 ・駐車場管理業務 

 自主企画事業 

 
・陸上教室（全３回） ・サッカー教室（全10回） 
・カブトガニ駅伝2021 self ver. 
 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 主競技場（会議室・設備等含む） 多目的広場 合  計 

 収 入 額 1,542,320 178,550 1,720,870 

 利用件数 8,544 73 8,617 

 減 免 額 0 0 0 

 減免理由  

 

スポーツ推進課長 係 長 現場窓口・労務職員 

＜事業者＞消防設備点検業務、施設警備業務、除草清掃業務 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

２年度      

 
 

備 考 ３年度 対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 36,343,076 △152,680 36,495,756 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 0 0 0 

利用料金収入 1,720,870 △719,040 2,439,910 

事業収入 0 0 0 

市町村負担金 34,622,206 566,360 34,055,846 

その他 0 0 0 

 支 出 額 Ｂ 36,343,076 △152,680 36,495,756 

内 
 
 
訳 

人件費 4,419,928 △178,686 4,598,614 

管理運営費 31,923,148 26,006 31,897,142 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 0 0 0 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 0 0 0 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 施設の巡回点検等、適切な管理が履行されていた。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｃ 
法定点検のうち、建築基準法第12条第４項に定める設備点検の一部が

未実施であった。 

③安全性の確保 Ｂ 
定期的な保守点検を実施し、安全性を確保した管理が履行されてい

た。 

④財産の適切な  
管理 

Ｂ 点検により適切な維持修繕が実施されていた。 

導
入 
効
果 

① 利用状況 Ｃ 

陸上教室、サッカー教室等の開催により利用促進に努めているが、コ
ロナによる休場や大会中止等の影響を受け、利用人数が前年度より減少
した。【許可件数】R3：8,617件 ← R2：12,357件 

【利用者数】R3：23,240人← R2：27,295人  

② 収支状況 Ｂ 
新型コロナウイルス感染拡大による休場や大会中止等の影響により、

利用料収入が前年度より減少したが、簡易な修繕についてはできる限り
職員で対応するなど、維持管理費や事務費等の節減に努めた。 

③ サービス向上 Ｂ 
陸上競技教室等の講習会を開催し、利用者へのサービス向上が図られ

た｡また、新型コロナウイルス感染症対策も適切に実施されていた。 

 
管理運営業務全般 

 Ｂ 

法定点検のうち、建築基準法第12条第４項に定める設備点検の一部
が未実施であったが、協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、概
ね適切な管理運営業務が実施された。新型コロナウイルス感染症対策
として、消毒液の設置や換気の実施など、安全、安心に施設が利用で
きる取組は適切に実施されている。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


